
政

令

平成™œ年Ÿ月š—日 金曜日 (号外第˜ —号)官 報

東
日
本
大
震
災
の
被
害
者
の
介
護
保
険
法
第
四
十
一
条
第
一
項
本
文
の
指
定
等
に
つ
い
て
の
権
利
利
益
に
係
る
満
了

日
の
延
長
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
五
年
八
月
三
十
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
二
百
四
十
七
号

東
日
本
大
震
災
の
被
害
者
の
介
護
保
険
法
第
四
十
一
条
第
一
項
本
文
の
指
定
等
に
つ
い
て
の
権
利
利
益
に
係
る

満
了
日
の
延
長
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
の
権
利
利
益
の
保
全
等
を
図
る
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
八
年

法
律
第
八
十
五
号
）
第
三
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

東
日
本
大
震
災
の
被
害
者
の
介
護
保
険
法
第
四
十
一
条
第
一
項
本
文
の
指
定
等
に
つ
い
て
の
権
利
利
益
に
係
る
満
了

日
の
延
長
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
三
年
政
令
第
二
百
七
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
中
「
介
護
保
険
法
第
四
十
一
条
第
一
項
本
文
の
指
定
等
」
を
「
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則

第
百
三
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
る

改
正
前
の
介
護
保
険
法
第
四
十
八
条
第
一
項
第
三
号
の
指
定
」
に
改
め
る
。

本
則
中
「
次
に
掲
げ
る
も
の
」
を
「
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
三
号
）

附
則
第
百
三
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
二
十
六
条
の
規
定
に

よ
る
改
正
前
の
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
八
条
第
一
項
第
三
号
の
指
定
を
受
け
た
こ
と

に
よ
り
、
同
項
本
文
に
規
定
す
る
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
に
係
る
同
法
第
八
条
第
二
十
六
項
に
規
定
す
る
介
護

療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
」
に
、「
平
成
二
十
五
年
八
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
六
年

二
月
二
十
八
日
」
に
改
め
、
本
則
各
号
を
削
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
題
名
の
改
正
規
定
及
び
本
則
中
「
次
に
掲
げ
る
も
の
」を「
健

康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
三
号
）
附
則
第
百
三
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年

法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
八
条
第
一
項
第
三
号
の
指
定
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
同
項
本
文
に
規
定
す
る
施
設
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
に
係
る
同
法
第
八
条
第
二
十
六
項
に
規
定
す
る
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
」
に
改
め
、
本
則
各
号
を
削
る
改
正
規
定
は
、
平
成
二
十
五
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
特
別
防
災
区
域
を
指
定
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
五
年
八
月
三
十
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
二
百
四
十
八
号

石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
特
別
防
災
区
域
を
指
定
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
災
害
防
止
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
八
十
四
号
）
第
二
条
第
二
号
及
び
第
四
十
七

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
特
別
防
災
区
域
を
指
定
す
る
政
令
（
昭
和
五
十
一
年
政
令
第
百
九
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
項
中
「
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
」
を
「
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
」
に
改
め
る
。

別
表
第
三
十
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三
十
四

衣
浦
地
区

イ

愛
知
県
碧
南
市
の
区
域
の
う
ち
次
の
区
域

\

港
本
町
及
び
玉
津
浦
町
の
区
域
の
う
ち
主
務
大
臣
の
定
め
る
区
域

]

港
南
町
二
丁
目
の
区
域
の
う
ち
主
務
大
臣
の
定
め
る
区
域

ロ

愛
知
県
半
田
市
の
区
域
の
う
ち
次
の
区
域

\

前
潟
町
及
び
新
浜
町
の
区
域

]

川
崎
町
の
区
域

ハ

愛
知
県
知
多
郡
武
豊
町
の
区
域
の
う
ち
次
の
区
域

\

字
北
曲
輪
及
び
字
九
号
地
の
区
域

字
石
川
の
区
域
の
う
ち
主
務
大
臣
の
定
め
る
区
域

]

字
七
号
地
及
び
字
五
号
地
の
区
域

^

字
旭
の
区
域

字
一
号
地
の
区
域
の
う
ち
主
務
大
臣
の
定
め
る
区
域

_

字
竜
宮
の
区
域

別
表
第
五
十
五
号
イ
\
中
「
、
大
字
沖
宇
部
字
沖
ノ
山
及
び
港
町
一
丁
目
」
を
「
及
び
大
字
沖
宇
部
字
沖
ノ
山
」
に

改
め
、
同
表
第
七
十
一
号
の
三
中
「
並
び
に
大
字
下
名
字
南
木
場
、
字
上
中
木
場
、
字
下
南
木
場
、
字
源
蔵
段
、
字
建

岩
、
字
宇
都
尻
、
字
下
建
石
、
字
建
岩
平
、
字
建
岩
坂
、
字
宇
都
山
、
字
シ
メ
ク
シ
、
字
建
野
、
字
下
シ
メ
ク
シ
、
字

セ
メ
ロ
及
び
字
一
キ
ヤ
ノ
」
を
削
り
、「
大
字
下
名
字
土
善
ケ
迫
、
字
呼
石
、
字
下
呼
石
、
字
西
呼
石
、
字
久
保
山
、
字

中
間
田
、
字
市
之
渡
瀬
、
字
下
中
八
、
字
下
宇
都
山
、
字
中
梅
越
、
字
梅
越
、
字
前
一
木
屋
野
、
字
北
七
升
田
、
字
半

ケ
迫
、
字
Ë
ケ
迫
、
字
狐
焼
平
、
字
ヘ
ケ
岩
及
び
字
焼
平
」
を
「
深
田
下
、
野
元
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

２

こ
の
政
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

総
務
大
臣

新
藤

義
孝

経
済
産
業
大
臣

茂
木

敏
充

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
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